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１．議事日程（第２日目） 

  （平成１７年度安芸高田市決算審査特別委員会） 

                             平成１８年１１月２７日 

                             午前１０時００分 開議 

                             於  安芸高田市議場 

１、開 会 

２、議 題 

  （１）認定第２号 平成１７年度安芸高田市一般会計決算の認定について 

 

３、散 会 

 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１９名） 

   委員    今 村 義 照      委員    塚 本   近 

   委員    明 木 一 悦      委員    秋 田 雅 朝 

   委員    加 藤 英 伸      委員    川 角 一 郎 

   委員    赤 川 三 朗      委員    松 村 ユキミ 

   委員    熊 高 昌 三      委員    藤 井 昌 之 

   委員    青 原 敏 治      委員    金 行 哲 昭 

   委員    杉 原   洋      委員    入 本 和 男 

   委員    山 本 三 郎      委員    玉 川 祐 光 

   委員    岡 田 正 信      委員    亀 岡   等 

   委員    渡 辺 義 則 

 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（１名） 

   委員    小 野 剛 世 

 

 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第１９条の規定により出席した者の職氏名（２２名） 

  副 市 長  増 元 正 信  総 務 部 長  新 川 文 雄 

  消 防 長  竹 川 信 明  消 防 本 部 次 長  森 田 耕 司 

  消防本部総務課長  久 保 高 憲  消防本部防災課長  高 松 勝 司 

  消防本部総務課総務係長  近 藤 修 二  消防本部防災課消防団係長  横 田 清 次 

  消 防 署 副 署 長  児 玉 壽 徳  第１通信指令室長  沖 本 登美男 

  自 治 振 興 部 長  田 丸 孝 二  企 画 課 長  竹 本 峰 昭 

  広 報 統 計 係 長  山 中   章  自 治 振 興 課 長  小 田   忠 

  自 治 振 興 係 長  粟 田 和 則  地 域 振 興 課 長  今 田 基 良 
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  八 千 代 支 所 長  平 下 和 夫  八千代支所地域振興課長  岡 田 敦 男 

  美 土 里 支 所 長  立 川 堯 彦  美土里支所地域振興課長  清 水   勝 

  高 宮 支 所 長  猪 掛 智 則  甲 田 支 所 長  宍 戸 邦 夫 

 

 

 

５．職務のため出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  増 本 義 宣  次長兼総務係長  光 下 正 則 

  議 事 調 査 係 長  児 玉 竹 丸  書 記  倉 田 英 治 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時００分 開議 

○今村委員長  それでは、ただいまより開会といたします。 

ただいまの出席委員は18名でございます。定足数に達しておりますので、

これより本日の決算審査特別委員会を開議いたします。 

 本日の審査日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

 認定第2号、平成17年度安芸高田市一般会計決算の認定についてのう

ち消防本部所管の決算についてを議題といたします。 

 概要説明を求めます。 

 竹川消防長。 

○竹川消防長  失礼します。おはようございます。それでは、平成17年度一般会計

の決算概要につきましてのご説明を申し上げます。 

 決算書の方では121ページ、主要施策の成果に関する説明書につきま

しては132ページからになっておりますので、ご説明をさせていただき

たいと思います。 

 それでは、着席で説明をさせていただきます。 

 消防本部におきましては、総務、防災課の2課で職員各種の研修、火

災予防事業あるいは危険物の施設許認可事業、消防資機材整備、消防団

活動運営あるいは消防施設の管理等、事業に係る業務を実施いたしてお

ります。また消防署の方に関しましては、それぞれ第1、第2警防課、通

信指令の4課で火災救急等、警防活動事業あるいは応急手当て普及、消

防団との連携事業、災害事案の支援情報等事業あるいは消防署所管事業

に係る業務を実施いたしております。 

 内容といたしましては、消防、救急の専門技術の向上のため消防学校

等への入校研修、あるいは救命率の向上あるいは救急高度化を推進する

ための救急救命士養成所に1名出向させ、国家試験に合格をいたしてお

ります。消防資機材の整備事業といたしましては、空気呼吸器5基ある

いは救助活動のマット、空気ジャッキ式のマットを購入いたしておりま

す。消防施設の管理事業といたしましては、団詰所の改修あるいは小型

動力ポンプの積載車等を購入をいたしております。 

 また、17年度中の災害状況につきましては、火災件数が33件、前年比

4件の減、救急件数に関しましては1,487件で前年比87件の増になってお

ります。この数値は安芸高田市においては過去最高という数値でありま

す。救助件数につきましては30件、前年比4件の増となっております。 

 決算の全体的な内容につきましては、常防費においては4億5,009万

8,830円の決算であります。非常備消防費につきましては1億1,019万

1,270円、消防施設管理費のうち消防本部の所管しております経費につ

きましては2,298万9,622円の決算の状況であります。 

 以上、簡単な概要説明でございますけども、引き続き、総務課長より

要点のご説明を申し上げます。よろしくお願いをいたします。 

○今村委員長  続いて、関係課長からの要点の説明を求めます。 
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 久保総務課長。 

○久保消防本部総務課長  おはようございます。座って説明をさせていただきます。 

 それでは、早速でございますが、消防費について、平成17年度安芸高

田市一般会計歳入歳出決算書と主要施策の成果に関する説明書によりま

してご説明を申し上げます。 

 まず、決算書の27、28ページをお開きください。歳入についてのご説

明をいたします。 

 13款使用料及び手数料、2項手数料、5目消防手数料で調定額39万

6,100円です。 

 続きまして、47、48ページをお開きください。15款県支出金、3項委

託金、5目消防費委託金で調定額1万1,970円です。 

 57、58ページをお開きください。20款諸収入、4項受託事業収入、1目

消防受託事業収入で収入済額1万4,616円です。5項雑入、4目雑入、1節

消防団員退職報奨金で収入済額1,497万2,000円です。2節救急支弁金は

収入済額634万4,400円です。 

 59、60ページをお開きください。3節雑入ですが、60ページの備考欄

をごらんください。消防本部関係雑入として108万5,632円の収入となっ

ております。 

 以上が消防本部取り扱い分歳入でございまして、収入未済はございま

せん。 

 続きまして、歳出のご説明をいたします。121及び122ページをお開き

ください。 

 9款消防費、1項消防費、1目常備消防費でございまして、4億5,009万

8,830円執行しております。一般職員人件費は総務部所管でございます

ので、説明を割愛させていただきまして、それ以外の常備消防費5,245

万6,994円につきまして主要施策の成果に関する説明書によりましてご

説明を申し上げます。 

 説明書の132ページをお開きください。職員管理研修事業でございま

すが、行政職から身分がえで消防吏員1名を採用しております。職員の

教育研修等の状況でございますが、広島県消防学校へ入校させるととも

に消防学校の講師として5回5名を派遣しております。救急高度化推進事

業として、広島市救急救命士養成所に1名入所させ国家資格を取得させ

ております。また吉田総合病院において救急救命士2名を研修させて、

気管挿管の認定を受けました。 

 133ページをお開きください。火災予防事業といたしまして建築同意

をいたし、また消防法令関係の届け出、火災予防条例関係の届け出の審

査、検査等を行っております。 

 134ページをお開きください。幼少年消防クラブの育成や学校教育を

通じて幼少期からの火災予防教育を推進するため、防火指導、防火花火、

消防24時間体験学習等を行っております。 

 135ページをお開きください。防火対象物、危険物施設、少量危険物
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移動タンク、一般住宅の査察を実施しております。また自衛消防隊消防

競技大会を開催するとともに、小学生を対象とした防火ポスター、防火

書道を行っております。これらにつきましては、136ページにかけて記

載しております。 

 次に、137ページをお願いします。平成17年中に33件の火災が発生し

ておりまして、これらの火災ごとに出火原因を調査しております。 

 138ページをお開きください。危険物施設の申請、届け出関係の審査、

許認可及び検査を行っております。次に、常備消防資機材整備事業とし

て空気呼吸器5基、衛星携帯電話1セットを整備し、救助用マット型空気

ジャッキ1式を更新いたしました。 

 139ページをお願いします。警防活動事業として、33件の火災出動、

30件の救助出動をいたしております。次に、救急活動事業として1,487

件の救急出動をいたしておりまして、前年に比較し87件、6.2％の増加

でございます。また応急手当て普及事業を行っております。 

 140ページをお願いします。消防団連携事業といたしまして、団員を

対象に訓練指導を行っております。次に、災害事案支援情報管理事業で

ございますが、災害通報の17％が携帯電話によるものでございまして、

携帯電話による119番通報を直接管轄する消防本部で受信できるように

整備いたしまして、昨年9月13日から運用を開始しております。また消

防救急指令施設、消防無線等の保守点検を行っております。 

 続いて、非常備消防費のご説明をいたします。決算書の123、124ペー

ジをお開きください。2目非常備消防費の支出済額1億1,019万1,270円で

す。 

 これにつきまして主要施策の成果に関する説明書の142、143ページを

お開きください。消防団活動運営事業に係るものでございまして、広島

県消防学校へ入校させるとともに幹部研修、初任者訓練等を実施してお

ります。消防団員の出動状況でございますが、火災や水害等に56回、延

べ2,858名が出動しております。さらに市消防団消防操法大会、年末夜

間警戒、出初め式等を実施しており、県消防ポンプ操法大会においては

準優勝になっております。消防団員の報酬等の支払い状況でございます

が、報酬として3,124万4,336円、出動手当等の費用弁償として4,215万

8,898円を支払い、退職消防団員35名に1,497万2,000円を支給しており

ます。 

 続きまして、消防施設費でございます。決算書の124ページ、右の備

考欄をごらんください。3目消防施設費1億2,003万6,078円のうち消防が

担当しております消防施設管理費2,298万9,622円についてご説明申し上

げます。 

 説明書の144ページをお開きください。防火水槽への転落防止や水量

確保のための維持管理工事事業といたしまして、防火水槽のフェンス補

修工事5カ所、防火水槽の蓋設置工事2カ所、詰所維持管理工事4カ所を

執行しております。また、備品購入事業といたしまして小型動力ポンプ
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つき積載車1台を購入いたしております。 

 以上で要点の説明を終わります。 

○今村委員長  これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 松村委員。 

○松 村 委 員  主要説明書の方では135ページに提示されておりますんですが、平成

17年度の火災件数33件、これは前年比減になっとることは大変喜ばしい

ことと思いますが、ここに中ほどに70歳以上の方を対象に家庭訪問をし

て防火指導を行ったという、大変やはり高齢家庭がふえますし、独居老

人とかいうふうな高齢比率が高くなってくる中で幼少年の防火指導も大

切ですが、ここらへ戸別訪問しながら指導されたいうことですが、そこ

らのターゲットというか、無作為にやられたのか、何かやはり条件を絞

ってというか、そこらあたりの具体的な指導方法をお知らせいただきた

い思います。 

○今村委員長  竹川消防長。 

○竹川消防長  失礼します。これは従来からやっておりますけども、市の担当主管

課と協議をして、消防のできる範囲のいわゆる防火を中心とした査察と

銘打っておりますけども、防火指導を含めて訪問をし、いろんなそこで

世間話もしてというような状況でございます。 

 詳細につきましては、防災課長の方から説明いたします。 

○今村委員長  高松防災課長。 

○高松消防本部防災課長  失礼します。先ほどの質問ですが、現在、市内には1,548名の70歳以

上の独居老人があるということでございます。そのうちの1,523件くら

い17年度は回っております。先ほど消防長が申しましたように、いわゆ

る特に12月から3月までを対象に回っておるわけですが、暖房器具、ま

たはガス、電気、そういうところを主に見て回っております。最近は独

居老人と申しましても、息子さんあたりが電気ＩＨのヒーターですね、

電気によるコンロということで、なかなかガス等も、もちろんあるわけ

ですが、そういう防火的なところも独居老人の方も進んでおるような状

況でございます。また、いわゆる査察と言いますと堅苦しい面がありま

すので、俗に言う世間話とか、査察に行く人間ができる範囲のこと、例

えばガスボンベが転倒しそうであれば鎖を巻きつけて、転倒防止を図っ

ていく、そういうことを含めて、また今年も12月になりましたら3月に

かけて1,500件の独居老人宅を訪ねて、防火指導を行っていくと、こう

いう計画としております。 

以上でございます。 

○今村委員長  続いて松村委員。 

○松 村 委 員  ありがとうございました。それと、救急救命士というか、救急活動

で1万3千人の受講者が、今日までに受講していただいたということがあ

ったと思うんですが、このことをいうのは、私らも女性会の立場で、人

工呼吸の仕方を習ったんですが、これを使うようじゃいけんのですが、
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めったに使うことじゃないですので、現在の1万3千人の受講者はしてお

るけれども、やっぱり何回か繰り返しながらやっとかんと、実際いざこ

ういう事故があったときに機能しないんじゃないかと思うんですが、こ

こらはこれからも継続して勉強会を持っていただけるのかどうか、お伺

いします。 

○竹川消防長  委員長。 

○今村委員長  竹川消防長。 

○竹川消防長  失礼します。 

         我々の究極の目的は、救命率の向上でございます。バイスタンダー、

近くにいる人たちの素早い適切な応急手当というのは、非常に重要だと

思っております。とりわけ管内が広くございます。その中で、今後とも

今まで以上の活動をし、バイスタンダーの方たちを、もちろんこれの中

にダブっておられる方もおられると思いますけども、どんどん救命率を

向上すべく、バイスタンダーの人員を増やせるようにしたいと思ってお

ります。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○今村委員長  質疑なしと認めます。 

         以上で消防本部所管の決算審査、質疑を終結いたします。 

         暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前 １０時２０分 休憩 

午前 １０時２９分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○今村委員長  再開といたします。 

         続いて認定第2号、平成17年度安芸高田市一般会計決算の認定につい

てのうち、自治振興部所管の決算の認定についてを議題といたし、概要

説明を求めます。 

田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  委員長。 

         それでは平成17年度の自治振興部の事業のあらましについて、私の方

からまずご説明したいと思います。 

         合併後、実質2年目ということで、1年目準備段階をさせていただいて

おりましたけれども、それをふまえて、それぞれの事業を具体化してい

った年だというふうに考えております。 

         主なハード事業等見てみますと、第2庁舎・総合文化保健福祉施設に

つきましては、実施設計をコンペ方式で実施をし、工事の発注まで持ち

込みました。葬斎場につきましては、16年度の基本計画の策定を受けま

して、議会のご理解をいただき、第1回地元説明会を開催するところま

でこぎつけたところであります。さらに農畜産物加工処理施設について

は第3セクターの設立をさせていただき、産業振興部の方におきまして、
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工事の着手という段階を迎えさせていただきました。 

         また、ソフト事業につきましては、生活交通を確保対策ということで、

乗合バス路線の大幅な再編をいたしましたし、さらに予約乗り合いタク

シーの試験運行を開始したところでございます。また、地域情報化につ

きましては、基本計画を策定し、18年度のＡＤＳＬの導入及び無線アク

セスの整備といったところにつなげてまいりました。さらに第3セクタ

ー等の健全化の事業でございますが、これは予算での計上はございませ

んけども、八千代タウン株式会社の私的整理を受けた事務を、実施をし

ておるところであります。 

         また、自治振興課の関係におきましては、まちづくり委員会を設置し、

市民活動保険等、制度について提言いただくとともに、今年度小委員会

設置等、まちづくり委員会の運営の基本について、いろいろと準備を進

めてまいったところでございます。また、5年ごとの大きな調査であり

ます国勢調査を実施し、無事完了をいたしました。さらに、広報におき

ましては、広島県の広報コンクール1枚写真の部におきまして、最優秀

賞をいただくとともに、全国広報コンクールにおきまして、1枚写真の

部で第一席の栄誉に輝いたところでございます。 

         このようにみてまいりましたが、一応合併2年目ということで、1年目

を踏まえてそれぞれ少し時間がかかった事業等ございましたけども、着

実に事業に向けて、歩みを進めた1年だというふうに総括しているとこ

ろでございます。個々の事業にまた決算の中身につきましては、それぞ

れの担当課長より説明をいたさせます。 

○今村委員長  続いて、関係課長より順次要点の説明を求めます。 

         竹本企画課長。 

○竹本企画課長  それでは企画課の方の説明をさせていただきたいと思います。 

         主要施策の成果に関する説明書の26ページをお開きいただきたいと思

います。第2節として、総務部門の自治振興部とあります。その中で広

報公聴事業としまして、広報あきたかたを毎月1回発行しております。

そうした中、印刷物13,500で年間の製本費として、418万余りの費用と

なりました。安芸高田市の公式ホームページ、これにつきましてホーム

ページのリンク基準より運用管理を行いました。ホームページの保守管

理委託料として107万1千円、アクセス件数におきましては、387,880件

に達しました。安芸高田市の協働のまちづくり懇談会としましては、支

所別懇談会、自治懇談会、団体懇談会等を開催していきました。支所別

懇談会におきましては6会場で、739人等の参加になっております。 

         広報紙の発行におきましては、先ほど部長が言いましたように広島県

におきまして特別賞、さらに1枚写真の部におきまして、全国広報コン

クールで一席を受賞という成果が顕れております。ホームページにおき

ましても、昨年度に比べ、リニューアル等行ったことに基づき、26,000

件余りの件数が増加した状況となっております。 

         28ページの方になりますが、生活交通確保対策事業を受けましては、
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安芸高田市生活交通確保対策計画に基づき、乗合バス路線の再編と、予

約乗合タクシーの試験運転を実施いたしました。実施した中の各会社ご

との負担額等におきましては、中ほどの資料のとおりとなっております。

その他、バス待合い所のワイヤー等の設置2カ所、向原駅障害者用トイ

レ設置工事等も行っております。予約乗合タクシーの試験運転業務にお

きましては、178万6,400円の委託料等をもとに17年度は実施をさせてい

ただきました。 

         29ページの中ほどになりますが、第2庁舎・総合文化保健福祉施設の

整備事業におきましては、17年度は第2庁舎・総合文化保健福祉施設の

実施設計及び物件調査業務等行いました。第2庁舎等における実施設計

業務は8,190万円で株式会社ＮＳＰ契約の締結を行い、実施設計を行っ

てきたところです。物件調査ということは、建物調査ということで、

158万4千円余りの経費を要しました。第2庁舎の工事におきましては、

実施設計を受け、3月に入札を行ったところ、33億7,890万円で前田建設

工業等の企業体との契約を締結し、現在に至っております。 

         31ページになります。葬斎場整備事業につきましては、昨年基本計画

及び場所等の計画を議会等で了承いただきまして、地元等の説明を行っ

ていきました。予算的には17年度地形測量、不動産鑑定費用等予算化

550万余りしておりましたが、実質上その実施には至らず、不用額とし

て対応ということになりました。5番目として、中ほどありますが、テ

レビ放送難視聴解消施設整備事業につきましては、吉田町飛諏訪地域17

世帯を対象に難視聴解消施設の事業を525万円で実施を行いました。そ

の財源内訳においては、国費、県費、地元負担額、市の負担額等につい

ては記載のとおりとなっております。 

         続きまして、32ページをごらんいただきたいと思います。安芸高田市

地域情報化計画の策定業務ということで、地域情報化システムの整備、

運用施策についての総合的に推進するための指針として、安芸高田市地

域情報化計画を策定しました。その策定費用といたしまして、144万9千

円の委託料という形の支出となりました。 

         続きまして35ページの方、開いていただきたいと思います。外郭団体

等の補助事業につきましては、第3セクターの健全化計画に基づき、施

設の管理委託については、自主的な経営努力を発揮しやすくするために、

利用料金制度を導入しました。そうした中、施設等の指定管理、修繕工

事費等費用につきましては、そこの中ほどの表のとおり、財団法人八千

代開発公社、神楽門前湯治村、安芸高田市地域振興事業団等、また美土

里町出身者の会の補助等の支出というふうになりました。 

         修繕工事等の大きなものといたしましては36ページの方に記述してお

りますが、湯の森・福寿荘の施設改修工事を1,004万2,200円で改修を行

いました。この改修内容としましては、湯の森の喫煙室の新設、床の張

り替え、施設改修と、福寿荘の湯沸室の新設等、また老朽化した施設の

改修等、高齢者福祉課と共同で実施をしたところでございます。 
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         続きまして36ページの後段部分になりますが、統計調査事業につきま

しては、17年度は指定統計調査といたしまして、国勢調査を行いました。

またその他の指定統計調査としまして、37ページの表にありますように、

事業所・企業統計調査の4つの指定統計調査等行ってきたところでござ

います。 

企画課として主だった事業の内容としては、以上となります。 

○小田自治振興課長  委員長。 

○今村委員長  続いて小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  続きまして、自治振興課の主要事業について、ご説明させていただ

きます。 

         32ページをお開きいただきたいと思います。32ページの7番でござい

ます。市民フォーラム開催事業でございます。この事業につきましては、

2月11日八千代町フォルテにおいて、住民の方々がまちづくりの提案、

または日頃の活動状況、または将来展望等語るということで、第2回目

の市民フォーラムを開催したところでございます。その内容につきまし

ては、市内8つの地域振興組織から活動報告を受けさせていただき、そ

れからこうしたセッションという形で、地域の活動の成果を、展示をし

て紹介をいただきました。このことを受けまして、地域振興アドバイザ

ーの東京大学小田切教授の方から、安芸高田市のまちづくりへのアドバ

イス、含めてフォーラム全体のまとめをいただきました。当日は300人

余りの参加者がございまして、開催費用は84万6,592円でございました。

今後の取り組みということでございますが、18年度におきましては、ま

ちづくり委員会の中に市民フォーラム運営企画委員会を設けていただき

ました。このまちづくり委員会とともに、これからのフォーラムのあり

よう等も検討しながら、18年度のフォーラムについても取り組みを行っ

ていきたいと考えております。 

 続きまして、33ページでございます。まちづくり委員会でございます。

このまちづくり委員会につきましては、まちづくりに住民の意向を反映

させ、住民と行政の協働を基調とするまちづくりを推進するということ

で、条例で設置をされています。この委員会につきましては、各町6連

合組織から5名ずつ選出をいただきまして、計30名の委員で構成をして

おるとこでございます。うち女性の委員は9名でございます。委員会で

は地域振興組織ごとの活動連携、またはまちづくりを推進していくため

の調査研究、または建設計画等の執行状況を協議をいただくということ

でございます。委員会の方から要望のございました安心して地域づくり

に取り組めるようにということで、市民活動保険等が提案がされました。

議会等でも十分ご議論をいただきまして、18年度よりこのまちづくりサ

ポーター保険として運用が開始されたところでございます。ちなみに事

故の届け出については、今までは3件ございました。いずれも軽傷の状

況でございました。 

 今後、このまちづくり委員会につきましてですけども、17年度の実施
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につきましては5回の委員会と1つの小委員会を設けましたが、3回の小

委員会を開催した費用ということで、主には委員報酬ということで124

万6,840円の支出をしたところでございます。これからの取り組みとい

うことでございますが、この委員会につきましては、市民の声を市政に

反映するということが委員会に課せられた重要な役割であると考えてお

ります。こうしたことで、今後の活動の充実、またはその継続性をどの

ように確保するかということが大切であると考えております。このため

18年度のまちづくり委員会におきましては、地域振興に係る具体的な協

議を進めるということで4つの小委員会を設けていただいております。1

つは、地域の福祉をとらえるということで地域福祉小委員会、さらには

安全、安心なまちづくりをどのように取り組んでいくかということで、

安全・安心なまちづくり小委員会、さらに市民フォーラムにつきまして

市民による市民のためのフォーラムのあり方を検討するということで市

民フォーラム運営企画委員会、最後に、市民活動保険が運用されてます

けども、これが適切に運用できるようにということで市民活動保険小委

員会を設けていただいております。こうした委員会を踏まえながら、今

後、まちづくり委員会の機能拡充を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、9番目、地域振興組織助成事業でございます。市内32の地域振

興組織がございますが、その振興組織が独自にさまざまな活動を展開を

されております。その活動に対して財政支援という形で助成を行うもの

でございます。振興会の活動というのは、それぞれ地域内の人の輪とい

うのをつくるということの中で、地域の課題に気づいて、その解決のた

めに行動する、または地域の中で住みやすい地域づくりをつくり上げて

いくというような活動であるととらえています。事業は、そのための財

政支援であるととらえております。 

 実施内容につきましては、そこに一覧表がございますけども、さまざ

まな取り組みに対して活動支援助成ということで2,400万、それから事

業支援助成ということで、特色ある地域づくりに1,629万8,255円、さら

にはフラワーロードということで169万8,069円、合わせて事業支援助成

として1,799万6,324円を支出をしたところでございます。そこの表にご

ざいますように、さまざまな活動というのが展開がされ始めております。

地域の課題をとらまえ、住みやすい地域をつくり上げるという視点の中

でこの活動が徐々に高まっているととらえております。 

 それから、34ページをお開きいただきたいと思います。地域イベント

支援事業でございます。この地域イベント支援事業につきましては、地

域内の親睦や交流を図るということで、旧来の町単位で実施をされてお

りました祭りに対して助成を行ったものでございます。総額437万4,000

円の補助金を支出をいたしました。 

 実施内容につきましては、そこに表に上げさせていただいておるよう

に、4地域に対してそれぞれ実行委員会への補助金という形で交付をし

たところでございます。なお、18年度からにつきましては吉田地域の一
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心祭が復活をしたところでございます。今後、この祭りにつきましては、

やはり地域ごとの親睦、交流または人間関係、人の輪をつくる重要な役

割を担っていると思いますし、さらには地域の伝統文化等の継承にも役

立っていると、貢献しているのではないかと考えております。今後は、

補助金額、助成につきましても、ある程度の祭りの規模であるとか内容

を加味したような形での助成基準の整理というのも検討しなければなら

ないと考えております。 

 自治振興課の所掌する事業につきましては、以上でございます。 

○今村委員長  以上で説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  ちょっとお聞きするんですが、まちづくり懇談会ですね、特に支所

別懇談会等々のまとめですよね。あれを私の記憶が間違うとったら断り

を言わにゃいけんのじゃが、まとめは議会の方へ出して、それから広報

に載すというようなお願いをしとったような気がするんですが、17年度

は言うてやってもらったんかないう記憶があるんですね。18年度の分に

ついては、まだもらってないような気がするんですよ。もうその分も広

報には、その経過というのは出とったですね。そこらあたり、どうして

こうなったのかいうのをちょっとお聞きしたいんですが。 

○今村委員長  田丸部長。 

○田丸自治振興部長  私どもの認識が少し間違っとったのかもわかりませんけども、支所

別懇談会のまとめについては議会の方へ説明した後に広報等へ出すとい

うふうにはちょっと認識しておりませんでしたので、ことしもそのよう

な形で広報の方ですね、出させていただいたというふうに思っておりま

す。そういうご要望をいただいとるんであれば、私、ちょっと認識不足

でございますので、今後改めていきたいというふうに思います。 

○今村委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  今のような答弁されると、もう後が出てこんのですが。認識不足と

いうのは、ちょっといかがかなという思いがするんですね。これ17年度

のときには言うとるはずですね、これを。それで出てきたような経緯が

あるんですよ。それを認識してなかったというのは何かちょっと怠慢じ

ゃないかないうような思いがするんですがね。今の答弁されると、それ

でしようがないかのういう思いもせんでもないんじゃけど、しようがな

いじゃ済まんような気がするんですね。じゃあ、どういうふうに今後考

えとってんか。再度。 

○今村委員長  暫時休憩といたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時５２分 休憩 

      午前１０時５４分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
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○今村委員長  休憩を閉じて再開といたします。 

 今の件につきましては、調査をして後ほど報告をさせていただくとい

う形にしたいと思います。 

 それでは、ほかの質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  支所別懇談会についてお伺いいたします。 

 今、テレビとか新聞紙上で国のタウンミーティングのことがいろいろ

取りざたされてます、やらせじゃないかということでですね。この支所

別懇談会においても17年度は改善しないといけないということで、意見

の発表の時間をふやす方向で改善が必要と思われるということで、その

辺を改めていくという形で18年度は対応されたというふうに感じます。

しかしながら、その中で非常に市民の方から指摘されてるのが、通告じ

ゃないと質問を受けていただけないと。答弁をつくってくる形になって

ますけど、それはやはり一つの形としてはやらせ的なところもあるんじ

ゃないかなというふうに思われてるところがあるわけですよね。実際に

その質問をつくってくるのは地域振興会の長であり、それに付随した人

なんですけど、そこへ質問を持っていかれない人が来られたときに質問

を出したときでも質問をやはりちゃんと受け答えできるような体制をと

っていかれることが必要だと考えるんですけど、その辺はいかがでしょ

うか。 

○今村委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  支所別懇談会、18年度で3年目をして、18年度までは一応旧来の形を

基本的には踏襲をしながら、ご指摘いただきましたように振興会あたり

からの質問についてはある程度整理をしていただいて参加された皆さん

のご意見も反映できる、そういった運営を心がけてまいりました。ただ、

振興会からの質問等ということをなぜ重視をしたかということからいい

ますと、いわゆる地域振興会というのは、地域の中でいろんな活動をさ

れて、その中でいろいろと矛盾も出てきたり、また行政の方へこういっ

たことをお願いしたいという思いも出てくるんではないか、そういう実

践に裏づけられたところでのやはりそういった意見の交換ということを

していきたいという思いの中で、一つはそのような形での意見の集約を

ぜひしてみてくださいと。そして、ただ、一般的に質問ということでは

なしに、むしろそういった体験から来る提言を含めたところでの議論を

ぜひお願いをしたいというふうな思いの中で、実は振興会を中心にした

そういった意見または質問等の取りまとめということをお願いをしてま

いりました。 

 私たちは、この3回の経験の中で当初とは相当違って、そういった形

での運営のあり方を各振興会の皆さん方も心がけて来ていたただけるよ

うになったんではなかろうかという思いがしております。と同時に、一

方におきましてご指摘のとおり、じゃあ、そこに当日来られた方が、や
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はり市長以下、幹部職員来とるわけでありますので、ぜひこういったこ

とを聞いてみたいというのは当然おありになるわけでございますので、

一方でそういった皆さん方のいわゆる質問等も取り上げていくという形、

そこのところをどのように今から整理をして本来の形に持っていくのか

と言われるところが、今年度、いわゆる3年を経過をして4年目以降の課

題になっていくんだろうというふうな気がしております。そういった意

味で支所別懇談会、来年度どのようにするかというのは、まちづくり委

員会等のご議論もいただきながら一定の整理をしていくということであ

ります。 

 一方で、質問等をご用意していただくというメリットは、細かい質問

も出てくるわけでございますけども、そういったところは担当の部長勢

ぞろいで参りますけども、そこまではなかなか答え切れないということ

がございますので、やはり細かく的確にお答えをするということでは、

質問等もいただいておけば、そこが対応できるということであって、支

所もしくは担当の課あたりと相談して質問等を設定するわけではござい

ませんので、そういった意味では今回の文科省あたりのタウンミーティ

ングとは性格が違っておるんだろうというふうに思います。そういった

意味で、突然の質問等につきましては、市長以下、部長職出ております

けども、細かい点につきましては十分な答えができないケースもあり得

る。ただ、フルメンバーで出ていくということは最大の市としては対応

だと、お答えできる体制をとってるというふうに思っておりますので、

その点につきましてはご理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上であります。 

○今村委員長  続いて、明木委員。 

○明 木 委 員  そこが一番問題なんですよね。細かいとこが答えられない。何のた

めに支所があるか、支所の充実ということを図るためにおいて、支所の

方ではその辺、細かい対応ができるような組織づくりができるんじゃな

いかなというふうに考えるわけですね。支所の支所長なりであれば地域

に密接した話を聞かれてることが多いわけで、相談なりも支所に来られ

てることが多い。その中で対応することは、支所長としてやはりその辺

の意見なり回答を持ってられるんじゃないかなというふうに考えるわけ

ですね。だから支所を生かすということも、これからの支所別懇談会で

も必要じゃないかなというふうに考えるんですけど、それは当然、組織

においてもこれからの組織改革の中で考えられる必要があると思うんで

すけど、その辺はいかがでしょうか。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  組織改革を今後どうするかということにつきましては、私どもの範

囲ではございませんので置かせておいていただきまして、ただ、住民の

皆さんから細かい質問が出るというのは、2つの中身があるというふう

に私たちは認識してます。その地域の中でのもろもろの課題ということ

については当然支所が把握をしておくべきで、やはり支所別懇談会にお
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きましても支所長ほか担当の課長が出て、そういったことには対応をし

ております。ただ、本庁が執行してますもろもろの事業等につきまして

は、なかなかいわゆる支所においては把握できないとこがあるわけでご

ざいますので、そういった意味では部長が出てまいっておりますけども、

そういう細かいとこについてはやはりお答えをしかねるとこもあるとい

うことでございますので、細かい中身といいましても2つの中身がある

んだということにおいてご理解をいただきたいというふうに思います。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 金行委員。 

○金 行 委 員  今の分はいいですよね、いいんですか。じゃあ、私が2点ほど。 

 成果に関する説明書27ページでアクセスが38万7,000、17年度、それ

から18年度伸びてると。これアクセスはただアクセスだけなのか、ご意

見などもあったのか。そのアクセスの中にアクセスして見てもらう分と

インターネットによるご意見等々が入ってるとか、大まかな内容がわか

れば、それを聞きたい。今からのホームページ等々は、どうも市民、ま

た市外の人も非常に関心を持たれる項でございますので、そこをちょっ

と1点お聞きしたいと思います。 

 それともう1点は、27ページの統計調査でございます。この統計調査

は非常に大切なことで、成果及び今後の課題で統計調査員の確保対策が

必要となりますと、こう出とるんです。ここはどういうことの対策、人

がおらんのか、それとも何かがあるのか、そこを2点ちょっとお聞きし

たいと思います。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  ホームページの関係でありますけども、これは当然いろんな情報を

見ていただくということと同時に、いわゆるホームページの中には質問

とか問い合わせとかまたはご意見等々をいただく、そういった機能を持

っておりますので。38万7,000件余りというのはアクセスの関係であり

ます。そういった意見なり問い合わせ等がどのように来たかということ、

さらには今の調査員の関係につきましては担当課長もしくは係長の方で

答弁させます。 

○今村委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  まずアクセスにつきましては、リニューアルする前が28万4,000余り

から33万6,000幾らの中で2万幾らの件数がふえとる状況があります。た

だ、内容的な中でいろんな質問とかご意見の数ですよね、そういったた

だアクセスという状況でなしに質問とかご意見等につきましては、その

中で市の関係課等の中に出てきとるものがありますが、17年度では251

件のいろんな質問、ご意見等が出てきております。そういったものにつ

きましては関係課等の方に通知をし、質問等においては関係課の方から

回答する、そういった仕組みの中で対応をさせていただいております。 

 それと、もう1点の質問の中の統計調査等の調査員の確保いうことに

ついてですが、この間いろいろな方にお願いをしてやってきとるわけで
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すが、調査員さん等も大変高齢化されとるような実態もあります。そう

いった中、ずっと引き続きやっていただいとるわけなんですが、もうぼ

ちぼちかわりたいとか、そういった状況の中で新たな人の確保、そうい

った面で大変まだこれからの課題として難しくなってくるような状況が

ふえてきてるような状況であります。 

○今村委員長  金行委員。 

○金 行 委 員  今の251件ですよね、これは中の内容は私はいいですが、この251件

いうのは非常にご意見ですから、今、各課に流されたいうことで安心し

とるわけで、これは非常に大事に扱ってほしいいうことを要望しときま

す。 

 それと今の統計調査員の高齢化等々ございますが、これは行政職員で

もええんですかね、兼ねても。普通の者じゃ……。そこを2点お聞きし

ます。 

○今村委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  行政職員が兼ねてどうかというご質問だったと思いますが、行政職員

が兼ねることはできます。ただ、行政職員等が他の仕事等をやるという

場合、そういった職務の免除の申請をするとともに報酬等の関係がカッ

トされるという状況が出てまいります。そういった形が必要となります。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 加藤委員。 

○加 藤 委 員  合併当初から地域振興会の結成、育成ということには市は大変力を

入れて今日も来ておられるわけですが、33億円でしたか、基金も積まれ

て助成活動費が2,400万、それから特色ある地域づくりが1,800万で来て

おるわけで、補助金カットカットの中でこの分だけは全然手をつけてお

られないということを見ても、今後も地域振興会の発展強化いいますか、

力を入れておられることはよくわかるし、これはまた今後そうしていか

ないと地域の活性化というのは難しいということでは私も非常に賛同し

とるわけなんですが、活動助成金の2,400万、これはもう年間やる行事

も決まっとりますし、予算もそれでずっと旧町時代から組んできたとい

うこともあるんで、これはこれでいいと思うんですが、助成金の1,800

万ですよね、これが安いとか高いとか言っとるわけじゃないんですが、

これは振興会に、それのお金と、恐らく各町300万ぐらいだと思うんで

すが、全くひもつきでない自由にお使いくださいというお金ですよね。

それをもってこういう、ここの表にもありますが、主な事業内容が出て

おるんですが、金があるから何かせにゃいけんぞということで慌ててす

るというようなことは当初あったと思うんです、第1回目ぐらいは。17

年度は2回目、ことしが3年目ということで、その辺は大分考えて計画性

を持ってやっておられるとは思うんですが、この事業の中身ですね、中

身について行政としてチェックされたことはあるんでしょうか。 

○今村委員長  小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  ただいまのご質問でございます。振興会のそれぞれの活動につきま
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しては、合併後3年を経過しながら地域のさまざまな活動に対して財政

支援を行政の方が今まで取り組んできたものでございます。今、一覧表

等に、そこに主要施策の中にもそれぞれ記載がされておりますけども、

特に特色ある地域づくり活動につきましてはさまざまな形で地域ごとの

課題を解決するという取り組みの中で地域ごとにさまざまな活動という

のが展開をされてます。これは一律ではございません。地域ごとの課題、

それぞれの特色というのもあろうと考えております。それぞれの地域ご

との課題を踏まえた上で住民の方々が独自にこの活動を展開をされてい

るということでございます。 

 ただ、議員さん先ほど申し上げられましたが、事業支援助成について

は特に縛りがないということではございません。このことについては地

域の特色を生かしてさまざまな地域活動が展開できるということで、こ

れは事業計画を出していただいて事業実績も出していただくという形で、

真に地域の活動につながっているかということを踏まえた上でこの事業

が進められているということでございます。その結果として、そこの表

の備考にあるような主な活動内容ということで、さまざまな活動が展開

をされているということでございます。地域の福祉から将来計画づくり、

または景観づくり、または集いの場所、さまざまな活動というのが展開

をされているということで、これにつきましては、事業の方はそれぞれ

実績を出していただいたものをチェックをさせていただいているという

ことでございます。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  大変、市側としてもこの関係では苦労しながら、自治振興をどう進

めるかというのは努力をいただいとるということはわかるんですよね。

ただ、私が感じておりますのは、地域懇談会に市側が出られて、極めて

限られた時間ですね、1時間半か、ぐらいの中に市が進めておられる基

本的な施策から、また地域に関係することをさまざまその中で話を展開

されるということですから、それに振興会からまとめた質問なり行われ

るわけでありまして、ここがなかなか十分な意思の疎通の場にはならな

いんですね。それは不可能だと思うんですよね。また、こういったこと

に対して市民の側からもそれぞれの考え方でもってこれに対する注文な

り、いろいろ言い分があるわけでして、それは大変なことだ思うんです

ね。 

 ただ、私が注意してもらいたいと思うのは、先般も主要施策とみなさ

れる事業のことについて、そういったことについてはどこの会場でも十

分説明して通っておるんだと、それは承知してもらうとるんだというふ

うな市側の受けとめ方があるんですね。これは意見交換会にはなってい

ないので、市民の側としては、そういうことを市が考えとってんですか

という形で聞いているわけですね。また、そういった場でそれに対して

市民が一々市民の立場で、個々の立場で意見を述べるというようなこと
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は、もちろん時間的にも制約がありますし、また、なかなかできないん

ですよね、市民一人一人としては。ですから十分話をして通っとるけえ、

どこでも行って通っとるけえ、それはもう承知されとるんだというふう

に受けとめていただくことは、ちょっと的を得ていないんじゃないかと

いうふうに私は思いますね。主要施策についての本当のそういう意味で

の市民に理解を求めるんであれば、もうちょっとその問題を具体的に自

治振興会32もあるわけですが、そこらに投げかけて、十分そこの中でそ

の問題を練っていただく、検討していただくようなことがなされなきゃ

市民はその施策を十分理解してるんだということはならないと思うんで

すね。 

 そういうこともなかなか自治振興会にとっても大変なことですので、

そこらについては、失礼な言い方になりますが、話をして通っとるから

もう承知はされておるんだというふうな受けとめ方をしないで、市の施

策を具体的に周知を図るということになれば、今のままでなくて何らか

の、さっきも言いましたが、自治振興会等のもっと密接な疎通を図られ

るというようなことが必要じゃないかというふうに思いますね。そうい

うことでありますんで、いざ具体的に物事を進めようとしたときには、

やっぱり市民の側からは異論も出てきたりするようなことが実際にあっ

ていますんで、そこらについてどのように思っておられるのか、お考え

を聞きたいと思います。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  市が行います施策に市民の皆さん方のご意見をどのようにやはり入

れていくのかというのは非常に大きな問題だというふうに思います。基

本的には市が提案します施策につきましては、やはり市民の代表であり

ます議会においてしていただくというのが原則でありますけども、そう

いった原則を踏まえながら、なお広く市民の皆さんのご意見、ご要望等

を徴する。これにつきましては、市としての考え方が統一をされている

わけではございませんけども、例えば総合文化保健福祉施設等々につき

ましては、これは市民の皆さんがいわゆる多様な使い方をするわけです

ね。一律な使い方ではなしに多様な使い方をしていく。また、そこには

いろんな思いが、やっぱり市民の方のものがあると思います。そういっ

た場合には市民検討委員会というふうな形の中で、市民の皆さんからご

意見をいただく場を設定をしてまいりました。ただ、市が政策として、

または例えば葬斎場であったり、または特別養護老人ホームであったり、

市として必要であり、整備をしなくてはならないという、そういった市

が政策としてやはり出していくものについてまで広く市民のご意見を伺

うのがいいのかどうかというのは、また1点あるんではなかろうかとい

うふうに思います。そこらのバランスのとり方なのかなという気がして

おります。 

 ただ、議員のご質問につきましては、多分、葬斎場等を念頭に置かれ

てのご質問であろうかというふうに思いますけども、これにつきまして
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は火葬場の機能が必要であるというのは現在の施設の状況を見れば当然

言えることでありますので、投げとくわけにはいかないということの中

で、これは市民のご意見をいただくまでもないことなんだろうというふ

うに思います。葬儀機能につきましては、これについては、これは見方、

考え方の中でいわゆる評価がある意味では分かれるとこなんだろうとい

うふうに思いますけども、市とすればいわゆる高齢化、ひとり暮らし、

二人暮らしの世帯が多くなっていく、講中の機能も弱まっていく等々の

中で政策としてやはりこれは持っていくべきなんだという考え方の中で

打ち出し、そして市長が合併以来、支所別懇談会はもとより嘱託員さん

の会議であったり、または自治懇談会等におきましても繰り返し繰り返

しご説明をしてきたとこでございますので、そういった意味では市長の

いわゆる政策としてのご理解は市民の皆さんには一定程度いただいてい

るんではなかろうかなと、そういったことの中でそういった発言をさせ

ていただいているというふうに思っております。 

 いずれにしましても、市民の皆さんのそういったご意見をどのような

形でお伺いをしていくのかというのは、今からの大きな課題であるとい

うふうに私たちも承知をしております。今後、検討をする課題だという

ふうに思っています。 

 以上であります。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 秋田委員。 

○秋 田 委 員  おくれて来て申しわけございませんでした。おくれて来て質問させ

てもらうのは、ちょっと語弊があるかもわからんのですが、説明があっ

たかとは存じますが、ちょっと1点ほどお伺いしたいと思います。 

 生活交通確保対策事業についてでございます。これは予約乗合タクシ

ー等、いろんな意味で、きのうの中国新聞にもディマンドバスとか中山

間地、過疎地域の課題であるようなことが書いてございました。そうい

った中で、本当にこの地域でも大変重要な課題だと思うんですけども、

この中で17年度実施内容として、乗合バス路線の再編と料金改定の方を

されておられます。そうした中で、成果と課題の中にはその料金につい

ての成果あるいは課題等がちょっと書いてないので、ここらあたりを1

点ほど料金改定についての課題はなかったのかどうかということをお伺

いしたいと思います。 

○今村委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  ご指摘のとおり17年度におきまして生活交通の確保対策ということ

では、乗合バスの再編をすると同時に、いわゆる上限運賃を設定をしま

した。これを500円という形で設定をさせていただきました。と申しま

すのも、合併をし、行政の事務においてもそうでありますが、いろんな

行事等もどうしてもやはり中心で行われるケースというのが総体的に多

くなってくると。今まではそれぞれの支所単位にということでございま

すので、その空間の中でしておけばよかったわけでありますが、どうし
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ても吉田の中心に来るケースが多くなってくる。そうすると、実は一番

遠いところでは1,500円であるとか、そういったバス運賃、片道であり

ますけども、出して往復ですと3,000円と、こういった費用を払ってい

ただいとったということで、それでは同じ行政の中にあっていかがなも

のなのかということの中で上限の500円という形にさせていただいたと

ころであります。 

 この結果につきましては、ことしの12月にいわゆるその数字が出てま

いりますので、その数字を見ながら検討していく必要があるんだろうと

いうふうに思います。生活バスは、ぎりぎりまで路線をいわゆる減便を

しておりますので、言ってしまえば子どもたちの通学、そしてお年寄り

の通院、買い物に原則対応するということでございますので、そこらで

利用がどのようにやっぱり減っているのかということが1点ポイントに

なりますし、上限500円、今までは1,000円なり1,500円をいただいとっ

たのが500円ということでございますので、そういった意味では、その

減収がどのような影響を持ってきたのか等々の課題が出てまいります。

それによっては制度そのものを今後どのように整理をしていくのかとい

うことも出てまいるんだろうというふうに思いますが、いずれにしまし

ても、この12月にそういった数字が出てまいりますので、それをしっか

り検討をさせていただいて、今後の方向を定めていきたいというふうに

考えております。 

 以上であります。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 川角委員。 

○川 角 委 員  1点ほどお伺いをします。 

 この施策の説明書の中で31ページの方へテレビの難視聴の事業がある

わけでございまして、担当されておるという課でございますのでお伺い

するんですが、このことについては、その地域性、いろんな形で事業の

取り組みがされておると思うんですが、まだこの高田市の中でこのよう

な地帯が余計あるのかどうか、そこらが把握されておるのか。その実態

と、これで見ると、1戸当たりの自己負担金というのが約12万円ぐらい

に、ちょっとざっとなるんじゃないかというふうに思うんですが、そこ

らが制度といえば制度なんですが、この実態が発生するところというの

はほとんど過疎地域が主体だろうと思うんですね。ここの人はというの

は若い方もおられて、地域的に電波が飛ばないというところだろう思う

んですが、私が知り得とるところでは、七、八戸の集落で、全然もう今、

雨が降った状態で見えないようなところへお年寄りばっかりおられると

いうことで、家にずっとおられる方が、テレビが見たい方が見られてい

ないと。私も行ってみると、全然映像になってないとこがあるんですね。 

 そこらを考えると、さっき言いますように、そのようなところがまだ

かなり予想されるのか、そして、この事業がまだまだ継続されるのかど

うか。そうなった場合に、お年寄りの方がほとんどいうことで、今言よ
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るのは7戸ぐらいの集落なんですが、ほとんど6戸までは年寄りばっかり

というとこで、テレビの見ておられるというのは非常に悲惨な状況で見

ておられるということがあるんですが、そういうことで12万円というの

がかなり負担にはなるわけなんですが、やる気になりゃやれん事業でも

ないかのうと思うんですが、この事業の今後のあり方いいますか、見通

し、そこらがわかればひとつお聞かせをいただきたいというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○今村委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  まず難視聴対策事業の件なんですが、これは制度がどういうふうなも

のかいうのを1点、ご説明させていただいてから先ほどの質問にまた答

えていきたいと思うんですが、民放の1つでも映ったらこれは難視聴地

域とはならないという制度なんですね。ともにＮＨＫにおきましては過

去はこの制度があったんですが、ＢＳ放送が入った時点でＮＨＫの方の

事業がまずなくなってきたという課題。民放については、1局でもきち

っとある程度映ればだめですという形になっとる制度です。そういった

中、個人等の負担金も確かに多くなる仕組みはあります。そういった中、

安芸高田市内においても、他にこういった民放が1局も映らない地域、

まだ多くあります。これは総務省の方が一応、業者等の方から整理した

ものとして、安芸高田市内にもまだ多くのそういった難視聴の地域がご

ざいます。 

 とともに、この事業の継続について今後どうなるんかというご質問が

あったと思いますが、今後、地上デジタル放送等の関係が入ってくると

いう形があります。そうした中、今の地域で本当にまた映らなくなるの

か、また今度、今映りよるとこがどうなるのか、そういった課題もこれ

からの事業の中では精査が必要になってくるんではないか、そういった

ものがあります。ともに、今後そういった地域等に、今、難視聴等の対

策されとるとこの把握とともに、また見えない地域、そういった把握も

しております。そういった中、今後どのように対応するかいうのが地上

デジタル放送の影響等を踏まえ、国等の制度、これが新たにどのような

制度が出てくるんか、まだ細かく出てない状況もあります。そういった

とこを勘案しながら、今後よりこの事業の普及、またそういった対応を

行っていきたいというふうに考えております。 

 細かい難視聴の地域については図面化はしておりますが、ここでそれ

ぞれの地域いうのはちょっとよう資料を用意しておりませんので、ご容

赦をお願いしたいと思います。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  1点ほど、執行部の皆さんに失礼にならないように質問したいという

ふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 広報紙の発行についての関係で2点ほどお伺いしたいというふうに思
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います。1点は、総務部長もいらっしゃいますので、関係すると思いが、

毎月各戸に配布をしておるということで、配布の時期ですね。これにつ

いては以前、総務部長にもお話をしたことがありますが、常会等がある

日程に合わせてその配布物が来ればいいんですが、今、曜日を決めて配

布をしてるというふうな形になってますんで、タイミングが悪かったら

前の日に常会があって、明くる日に配り物が来るというようなことも実

態としてはあるんですね。安芸高田市、範囲が広くなった関係で、そこ

らの調整というのは非常に難しいという状況はあろうというふうに思い

ますが、実態としてどういった形が一番いいのかということを検討され

ておるのかどうか、そこらについてまず1点お伺いしたいと思います。 

 もう1点は、広報の中身でありますが、非常にいい広報をつくっても

らっておるというふうに評価をさせていただく一人ではありますが、前

回の総務部の関係でも少し触れましたが、現在やっとる決算のこの報告

を昨年は2006年の2月、ことしの2月号に決算の状況が報告してあるんで

すね。かなり決算時期からずれておるということも一つはあるんですが、

これについては総務部の方でお伺いしましたんで、取り扱いというのは

今後の課題だと思いますが、その中身について改めて見させていただき

ましたが、幾ら幾ら使いました、何々をやりましたというふうな形で、

かなり報告の中身は一つの統一性というのはあるんですが、本当にこれ

が市民にわかりやすい形で伝わっておるのかどうかなというふうな気が

するんですね。ですから行政のそういった中身を伝えるというのは非常

に難しい部分もあろうというふうに思いますけども、どうしてもかたく

なるということがあろうと思いますが、そこらをこの結果を踏まえて行

政が何をしようとしておるのか、この決算を見て1年間何をやってきた

かということがもっともっとわかりやすく伝える方法があるんではない

かというふうな気がするんですね。この原稿をどこがつくられるのかと

いうこともわかりませんが、当然、企画の方の担当者と総務の方の担当

者が話をするんだというふうに思いますが、そこらの取り組みはどんな

ふうにされるのか、あるいはこの決算を受けて広報としてどのようにさ

れるのか。昨年度の状況を踏まえて、どんなふうにとらえておられるの

かということをお伺いしたいと思います。 

○今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  この広報紙の発行、行政の情報伝達の一部の中で実施をされておりま

す。ご指摘いただきますように、旧町の状況でありませば、非常に日程

調整の段階もある程度まとまった形でできるかなというように思います

けども、当然広報紙の発行でありますので、それと同時に各部が市民の

方に伝達をするものの取りまとめを総務部の方でさせていただいており

ます。内容、記事的にはある程度それが重複にならないような、次の月

に伝達できるものについてはその記載の内容というのも調整をさせてい

ただいております。やはり結果論だけのものではいけないんではなかろ

うかと思ってますし、できるだけ広報に掲載する方がある程度わかりわ
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すく皆さんの方に伝わるんではなかろうかというように思っております。

そのようにできるだけまとめてほしいということも、総務部の方からは

お願いをさせていただいております。ただ、今、第2と第4の木曜日に調

整をさせていただいておりますので、木曜日であれば金曜日に、木曜日

に着く場合もありますし、金曜日に大体着くんではなかろうか。そうす

れば大体、土日の中で作業をしていただけるかなという、我々、今、総

務部の方では嘱託さんの方へそういうルールの中でちょっと実施をさせ

ていただいております。できるだけ平日というのは地域の皆さんも事業

等、実施されておりますので、土日ということでちょっとお願いをしと

る関係ということをお願いをさせていただとる状況でございます。 

 それと、決算の内容についてのご質問でございますけども、当然、広

報には掲載するスペースというものもありますし、やはり企画課の方で

いろいろアイデアを出して、数字はある程度、総務部の方の数字でがっ

ちりとチェックをさせていただきますけど、やはり表現力とか、そうい

うことについては企画課の広報の担当の方で現在精査をしていただき、

記載をさせていただいとるような状況でございます。できるだけ、表ば

かりで掲載するのもどうかということで、多少ある程度そういう表現を

見やすくするような方法では掲載をさせていただいとるように思います

けども、今後そういうことにつきましても十分各部の連携をとらせてい

ただいて、表現記載をさせていただきたいというように思ってます。 

 以上であります。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 それじゃあ、今の点で答弁を。 

○田丸自治振興部長  今、総務部長申し上げましたように、広報紙でのスペースをもって

市民の皆さんに、例えば成果を含めて示していくというのはスペース的

にかなり無理な作業になってるんだろうというふうに思います。原課と

しましても、いわゆるその年度の特徴的なことを、部長言いましたよう

に、そういった表現を含めてはしますけども、いずれにしてもそういっ

た紙面の中では相当難しい。今からは目標が設定をされ、行政評価がさ

れ、そしてその成果を示していくというふうな形になっていくわけであ

りますので、そういう意味では、広報紙を使って説明をするのがいいの

かどうかということを含めての検討というのは今からなされていく課題

だろうというふうに思います。 

○今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  2点のうち1点目の配布時期の問題ですが、総務部長いろいろ答えて

いただきましたが、全市のいわゆる常会というものがあるところもない

ところもあるようですが、そこらの日程については掌握をされておるの

かどうか、再度お聞きしたいというふうに思います。 

 それと2点目についての中身の問題ですが、田丸部長から答えられた

ようなことで、非常に難しいということもあろうと思いますが、広報紙

でどうかというふうな最後お答えがありましたが、であれば、どういっ
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た方法が適切であるのか、お考えがあるようでしたらお答えをいただき

たいと思います。 

○今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  今の地域によってはある程度の常会というのがありますけども、今後、

来年度等の状況になりますと、納税組合制度というのがある程度整理を

されてきております。今までは月によってそうした集金を各位にしてい

ただいて、月末に向けての実施をしていただいて、我々が判断しておる

のは、大体25日以降が一番多いんではなかろうかというような状況をと

らさせていただいております。全集落に対するその開催日の折というの

は、まだちょっと調査をいたしておりませんので、実施の状態では、今

そうした状況の中で月末をとらさせていただいとるのが現状でございま

す。 

         以上でございます。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  それでは、どのような形になるのかというご質問でございますけど

も、これにつきましては、先ほど申し上げましたように、行政評価また

はその成果をどのようにやはり把握をして、そしてどのような形で示し

ていくのかというふうなトータルの問題がございますので、言ってしま

えば、先進の地域では行われているんだろうというふうに思いますが、

市民にとってわかりやすい予算書というふうなものもあるようでござい

ますけども、決算においてもやはりそのような形になるという可能性は

あるんだろうというふうに思います。しかし、いずれにしましても、こ

れは今から市のそういった行財政改革の中で市のいわゆる基本のスタン

スを含めてやっぱりしっかりした議論をして、どのようにしていくかと

いうことを決めていくべき案件だろうというふうに思います。 

○今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  1点目の配布時期に関しての関連をお答えいただきましたが、納税の

関係も振替納税という形に移行しておりますので、ややもすると常会で

の集会というのが減っていきつつあるという現状があろうと思います。

これは非常に時代の流れといえば、そうかもわかりませんが、やはり集

落で月に1度集まるか集まらないかというのは非常にコミュニティーの

関係で差が出てきておるように思うんですね。ですから自治振興会との

絡みも出てきますけども、できる限り小単位で集まって課題を探るとい

うような集まりというのも非常に大事なんですね。そういった意味で、

この配布物とかの関係というのも非常に密接に関係してくるわけで、今

後、総務あるいは企画部あたりが協調して、そういったやはり地域の集

まりというのはできるだけしてもらうような方向に持っていくのが、む

しろ安芸高田市の目指すまちづくりの方向じゃないかなという気がする

んですね。であれば、できるだけそういう集まる機会にあわせてそうい

ったものを配布していくというようなことも大事じゃないかなという気

がしますんで、そこら辺の視点でしっかり行政が地域の実態をつかんで、
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そこらに行政が合わせていくというふうな方がむしろそういった流れを

つくりやすいんかなという気がしますんで、小さなことかと思いますけ

ども、最終的にはそれをまちづくり委員会まで続くような一つの流れに

も関係してくる部分だというふうに思いますので、しっかりとそこらを

精査していただいて、今後の課題としてとらえていただきたいというふ

うに思います。 

 中身については、予算書についても北海道のニセコ町でしたか、そこ

らが出しておる予算書あたりをつくればどうかというような話をしたこ

ともありますが、そういった観点からも、この決算というのも非常に密

接に予算書ともつながってくるわけですから、そういったものができれ

ば一番いいと思いますが、果たしてそこまでやるつもりでおられるのか

どうか、副市長2人いらっしゃいますから、そこらの考えもお聞きした

いというふうに思いますし、広報全体を年間通して見ると、市民の活動

というのは非常によくとらえておられるというふうに思いますんで、市

民の顔が出れば、やはり市民も目を通しやすい、興味を持ちやすいとい

う観点では非常にいい広報になっていると思いますが、一方、行政のそ

ういった中身を伝える役割というのは少し薄いんかなという面も感じた

ものですから、決算というものもそこらを踏まえて出されればどうかな

という気がしましたんで、そこらも、これが済んで当面どうするかとい

うのが課題になろうと思いますので、それこそ市民に失礼のないような

伝え方をしていただきたいというふうに思います。 

○今村委員長  これに対して、増元副市長。 

○増元副市長  市民の皆さんにいかに行政の本質なり中身を伝えていくかというこ

とは、我々の大きな課題でございます。合併2年間、一生懸命走る中で

まだ熟度が低いということは私も感じておりまして、地域の常会にしろ、

話し合いが持たれることそのものに意義があるということでありまして、

そこにいかに行政情報を、受け皿がない中でそれをお仕着せになっては

いけないというふうな一つの思いもあって、何でも振興会あるいは何で

も地域ということで流していくと、また反発も出るんではないかという

ような部分もあったわけですけども、今後3年、5年と、また先般来、市

の財政状況も含めて非常に厳しい中で、より市民の皆さんにそのことを

知っていただくということは必要なわけでございまして、どういった形

で、広報紙がありホームページがあり、また支所別懇談会あるいは今で

は要請に応じてという地域懇談会という、ここらがもう少し地域の方か

らも声をかけていただいて、いわゆる出前講座といいましょうか、全部

市長が出ていく必要はないわけでありまして、この問題について勉強し

たいという担当課なり、そりゃ当然副市長もおるわけでございますので、

そういう機会をとらえて我々もやっぱり地域に出ていって生の声でお話

をするということは非常に大事だというふうに思っておりますが、それ

を組織的にどのようにやっていくのかというのは今後の一つの課題だろ

うというふうに思っておりますので、そこらの具体化に向けては19年度
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以降、また取り組んでまいりたいというふうに思います。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  ちょっと広報が出たんで言いますけど、年末に年始のあいさつの配

られる広報、1月号に来るんですよね。市民は、私らもそうですが、年

末ばたばたしとるときに市長並びに議長の明けましておめでとうござい

ますという文章が広報紙の1ページに来るのはいかがかなと。これは1月

になって、別の1枚ずりでもいいですからそうしてあげた方が、市民感

情からしたらよくないという声があるんですが、そのあたりは今年度は

どのように考えておられるのかと思いますんで、広報紙のことが出まし

たんで、そのことをちょっと聞いておきます。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  ご指摘の点は、確かに市民の皆さんの感情としてはあるだろうとい

うふうに思いますので、これについてはちょっと検討させていただきた

いというふうに思います。 

○今村委員長  ほかにございませんか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  地域振興組織助成事業についてお尋ねしますが、先ほど加藤議員か

らも出たんですが、私も連合会に対しての助成金というのは大体出てお

ると思うんですね。同時に、特色ある地域づくり事業、これについては

当局も成果及び今後の課題というので結果を出しておられますが、こう

いったことについて各振興会がどれもが同じようにできるいうようなこ

とにいかん思うんですね。そして、このことは窓口を挙げて支援をして

いかないといけんと思うんですよ。そういう中で申請があるところだけ

出すというふうな方法にされていくのも一つの方法じゃなかろうかと思

います。これを一律に、これだけを単年度で消化してくださいいうこと

は、受けられた振興会の方も大変困られるような状態もあろうかと思い

ます。これを今後の課題にありますように、今後考えて整理をされるが

ええというふうに思うんですが、どうでしょうか。 

○今村委員長  小田課長。 

○小田自治振興課長  今、振興会の活動に対する助成事業ということで、財政的な支援は2

本ございます。2,400万、これは平均で2,400万ということでございます

が、これが活動支援助成という形のものでございます。これにつきまし

ては余り多くの縛りはないということもございますが、地域の振興会の

活動がより活発になるよう、または振興会の活動そのものが継続できる

ようということで、その活動、組織維持ということで支援をさせていた

だいとるものでございます。 

 さらに、事業支援助成としてそれぞれ連合組織単位で300万を限度に

ということで、計1,800万の助成事業というのを設けていることでござ

います。この事業支援助成につきましては、それぞれ申請があり、それ

をチェックをさせていただいて、それに対して適切であるということで
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判断の上、支援をさせていただいているということになっております。

ですので、その活動支援助成と事業支援助成、それぞれ性格がございま

す。それに合わせた形で取り組みをしているという現状でございますけ

ども、この財政支援というのは地域の活動がやはり高まり、継続してい

くための一つの支援でございますので、地域の方々それぞれ地域の課題

というのを踏まえていただいて、地域のそれぞれの活性化に結びつくよ

うな活動を展開していただくと。これについては行政としてもきちっと

指導なり、またはサポートをさせていただくというのは重要であるとと

らえております。 

 以上でございます。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 山本委員。 

○山 本 委 員  なかなか質問するタイミングがずれましてあれなんですけど、生活

交通の確保のことで秋田議員の質問があったんですが、その後、ちょっ

と聞いてみようと思ったんですが、平成17年度で路線の再編成のダイヤ

改正をされましたよね。そのときにやはりバスを利用されとる方、お年

寄り、あるいは病院へ行くのに病弱の方やら買い物等いろいろあるわけ

ですが、そのダイヤの改正をされるに当たって、やはりある程度そこら

の時間帯とか実態をしっかり把握した上でやられてなかったんじゃなか

ろうかと思うんですが。 

 というのが、やはりなぜあの時間のバス路線がなくなったとか、なし

てあの時間にダイヤ改正なら路線をそこへはめてもらわだったんだろう

かというような意見があるわけですよね。私も通常見ておりますと、バ

スが非常に多いことで、それに対するかなり費用を市も出しとるわけで

すが、やはりこのバスの利用される方の実態をしっかり把握して、せっ

かく市の助成をしながらバスの会社と契約を結んでやっとるんですから、

そこらをしっかり今後、利用される方の状況やら意見を聞きながら、そ

して変更される場合の利用者への通達方法ですよね、それらをどがにい

してされとるんか、そこらももうちょっと。例えばバスの車内の中へ、

いつごろどうしてどういうようになりますとかいうものがきちっとされ

ておれば乗られる方が十分見てわかってくるわけですが、やはりまこと

に辺地に住んどる方は、自動車に乗らない、よう運転していかない方も

おられるわけで、たとえ1人でも2名でもバスを利用しようと思ってる方

に対しましては、本当の生活の足となっとりますんで、そこらを十分把

握して今後バス会社と協議しながら実態をつかんでお願いしたいと思う

んですが。そこらをしっかりとらえてもらいたいと思うんですが。 

 以上です。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  生活バスの再編につきましては、基本計画の中で述べさせていただ

きましたように、支所から市内中心部、吉田へ行くいわゆる幹線道路と、

それからそれぞれのいわゆる市の周辺の集落から支所へ行く、これは支



82 

線というふうに表現しておりましたけど、それによって整理をさせてい

ただいております。幹線につきましては、ちょっと詳しい数字覚えてお

りませんが、7便程度を原則にしていく。それから支線につきましては5

便程度だったと思いますが、朝、昼、そして日中と2回、1回、2回とい

うふうな形ですね。そのことによって子どもたちのいわゆる通学であっ

たり買い物や通院の利便性をするということを原則にしてしました。そ

ういった意味では、やっぱり減便が少し多くなった地域もございます。

そうしたところで、やはり今までの利便性を欠いておりますので、一部

そうしたこの便が何でなくなったのかという苦情もお聞きをしたところ

であります。便数の増というのはなかなかできませんけども、一部、時

間帯をずらせて接続をよくするということにつきましては、10月と3月

にダイヤの改正ございますので、その時点で手直しを幾らかさせていた

だきながら、利便性の確保を一定程度させていただいたというのが実態

でございます。 

 次に、空バスの関係でありますが、実はバスは行って帰るという形に

なるわけですね。循環型のバスというのはないわけでございますので、

そういった意味では、例えば朝、集落から出てくるときには子どもやお

年寄りが乗っとるのでいっぱいでありますけども、ところが、その集落

へ行くまでは残念ながら空で駆ける、で、乗せていく、そして次にお年

寄りを12時前後にお送りする。ところが、1時ぐらいに出てくるのは、

もうほとんど空なんです。いうふうなことで、どうしても中山間地域の

そういった特色がございますので、時間帯によっては空気ばっかり運ん

どると、こういったことが目につくケースが多いわけでありますけども、

しかし、そのような事情があるということで、そこについてはご理解を

いただきたい。言ってしまえば、ぎりぎりまでやはり減便をさせてもら

っての対応、そうすると、どうしてもそのような便も一方では出てくる

ということであります。 

 それから、通達方法でございますけども、これは4条路線、4条路線と

いうのはバス事業者が行う事業で、それに対して市が助成を申し上げる

ということでございますので、実施主体はバス事業者でございますので、

そういった意味でバス事業者は停留所もしくはバス等におきましても大

幅に変更することについては、バス事業者が基本的には責任を持って利

用者の皆さんに周知徹底をするわけでございます。大きな変更を行いま

したので、バス事業者にはそのことに遺漏のないように私どもとしても

お願いをさせていただきましたし、また広報なり、また集落向けのそう

いったチラシ等も入れさせていただきました。今後もこうした大きな変

更があるとこにつきましては、支所の地域振興課とも連携をとりながら

そのような対応をしっかりとって、住民の皆さんが戸惑いを感じいただ

かないようにしていきたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○山 本 委 員  よろしくお願いします。 
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○今村委員長  それでは、ここで暫時休憩といたします。 

 再開は13時より行います。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後０時０４分 休憩 

      午後１時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○今村委員長  午前中に引き続き、休憩を閉じて再開といたします。 

 途中で秋田委員の入室がございましたことを報告をいたします。 

 それでは、さきの自治振興部にかかわる質疑はございませんか。 

 岡田委員。 

○岡 田 委 員  この自治振興部については、予算編成の中身でもかなりなウエート

を持ってソフト事業がされているのが、振興会の32の問題ですが、午前

中にもいろいろ出ましたけど、2年目を迎えてこの当初予算で表明した

人づくり、地域づくりの点から見て、2年だから、ソフト事業じゃから

予算をこれだけ投資して決算これだけ出たと数字ではわかるけど、人づ

くりについては物差しがありませんから、各地域振興会がどのように成

長したかいうとこまでまだ行かんと思いますよ。例えて言いますと、川

根振興会が大学院を出たようなとこでいいますと、幼稚園へ入ったよう

なところの振興会もあろうと思うんですよ。それで行政として、この指

導の上でどこまで当初予算から見て、決算から見て、財政上はこうと言

えるけども、協働のまちづくりのこのソフトの面で評価をされとるのか、

どの程度評価されとるのか。32を全部列挙せいとは言いませんけども、

今、たとえを言いましたように、川根の大学院を一つの例にしますとで

すよ、出たような振興会に比べると本当にどこらまで達成しとるのか。

そういう、この説明書ではないところを私、お尋ねしたいと思うんです

が、いかがでしょう。 

○今村委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  個々具体的にというのは、いろいろございますので、ご指摘のよう

に幼稚園から大学院までの差はあるんだろうというふうに思います。た

だ、私たちがこの事業に携わらせていただきまして感じたことは、地域

的にあえて申し上げれば、向原町の地域と八千代町の地域は、言ってし

まえば、この合併を機にして振興会が組織をされて活動を始められたと

こなんです。ところが、そういった地域の実情を見てみますと、お手元

の34ページに特色ある地域づくり事業の中を見させていただきましても、

八千代町の振興会の中では地域マップを作成をされて、その中ではいわ

ゆる地域の宝物ですね、また大切にしなくてはいけないものをやはり発

掘をしながら、例の根の谷の潜龍峡の整備をされ、そして霧切谷のいわ

ゆる昔の古い道を復興されるというふうな、ある意味では地域の振興に

かかわるやはり事業を着実に実施をされてる地域もございます。これが

いわゆる3年目の組織なんですね。 

 それから、向原町も合併の前後に組織をされた地域でありますけども、
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実は、ここはコミュニティー広場、相当大きなものでありますが、これ

を自分たちで、いわゆる業者の手によらないで自分たちが出夫で整備を

されているというふうなことなり、また美化運動とか資源の回収、さら

には向原地域においては自主防災組織は多分市内でも一番進んでおる組

織だろうと思いますけども、そういった活動をされております。そうい

った意味では相当の時間がかかるであろうというふうに思っておりまし

たけども、全部が全部ということではございませんけども、やはり協働

のまちづくりで自分たちの振興会がしっかりしないといけないんだとい

う自覚の中での活動っていうのが私は相当出てきていただいておるんだ

なという思いがしております。また、他の地域においても同様な活動ご

ざいますので、そういった意味ではこの地域振興の自治組織の活動をベ

ースにしながら、今回はまちづくり委員会の中に安心、安全とか地域福

祉の小委員会をつくっていただいておりますけども、そういった場でそ

の地域での活動の実績なり知恵、思いというものが出されて市の施策の

反映または振興会のそれぞれが連携をして発展していくと、そういった

ことの寄与につながってくればというふうに考えております。そういっ

た意味で、2年、そして今年度3年目を中途でございますけども、そうい

った実感を持ってるとこであります。 

○今村委員長  ほかに質疑はございませんか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  成果に関する30ページの第2庁舎の関係ですが、ちょっと聞き漏らし

たんかもわかりませんが、第2庁舎の実施設計業務の8,190万の額ですが、

これは当初、執行部が考えた事業費というのは幾らだったんでしょうか。 

○今村委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  決算書の中の歳入歳出決算書という17年度の詳細の分もお配りしとる

と思いますが、そうした中、決算書の中の方でいきますと78ページの方

になると思いますが、第2庁舎・総合文化保健福祉事業の中で委託料と

して当初の予算上は1億3,036万2,000の予算計上してます。これにつき

ましては、当初、実施設計が1億1,000万円程度、そして施工管理費も合

わせて1億3,000万程度の予算を組んでおりました。そうした中、入札等

におきまして8,190万の落札という形の予算執行となり、あわせて3,617

万幾らの金額が不用額としてなったという状況になりました。 

         以上です。 

○今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  数字についてはわかりましたが、市民検討委員会とか、いろいろか

かわりを持ってかなり設計の段階で意見を聞く段階がありましたよね。

だからそういったことも含めてかなり当初の設計額より低い額で請け負

いはしておりますけども、そこらの関係の中で企画部が現在も所掌され

とるという中、十分なそういった設計監理が行われておるかどうか、そ

ういった評価はどんなふうにされてるのか、お伺いしたいというふうに

思います。 
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○今村委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  当初の段階で実施設計費の1億1,000万程度の予算の中で検討しておっ

たわけですが、落札上8,190万。そういった中、内容的には市民検討委

員会または庁舎内検討委員会、議会調査特別委員会でいろんな変更等も

行う中で設計変更等も多々やっていただいたわけなんですが、これに対

しての契約の変更いうことは対応せずに、業者の協力に基づいて当初の

予定の金額でまずは終了させていただいたということです。そして今回、

それ以降、18年度におきまして施工管理費というのを、業務委託を施工

管理、今、庁舎等が建つ管理をしていただくのを新たにＮＳＰと契約委

託しております。そうした中、今、月に2度は総合調整会議、毎日のよ

うに、現場事務所内にほぼ常駐のような形で管理者等を配置し施工管理

等を行っておるような状況でございます。施工管理につきましては十分

な配慮等を行い、これからよりよい施設をつくるように対応していきた

いというふうに考えております。 

         以上です。 

○今村委員長  もう1点、今の体制側の方の考え方についてはどうですか。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  現在の段階で施工管理につきまして請け負っている業者の対応とい

うのは、十分であるというふうに理解しております。 

○今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  施工管理費は、別途契約をしたというふうにおっしゃったと思うん

ですが、そこの額は幾らなんですか。 

○今村委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  施工管理経費につきましては、18年度予算のもとに1,070万の契約で

対応しております。契約業者は、同じくＮＳＰでございます。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  2点ほど伺います。 

 市民生活保険の対象が4件あったと。対象額は少ないという話でした

が、具体的などういうものであったかお知らせいただきたいのと、それ

から生活バスの中で12月に検討ということを言われましたけど、数字を

見て検討すると。これの検討内容と、いつごろに報告があるのか、その

点をお伺いいたします。 

○今村委員長  小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  まちづくりサポーター保険が7月1日から運用開始をしております。

それ以降、現在まで3件届け出の方が出ているという状況でございます。

内容等については、地域の活動、特に清掃活動であるとか、そういった

活動を展開されとるときの転倒によって、草刈りかまを持ってて、それ

が手に当たって切り傷を負ったと。数日間の通院という形で対応されと

るのもありますし、または電動かんなで作業途中に同じく殺傷を受けた

と、これも通院という形になっております。さらには交通事故の中で活
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動中に同乗者として傷害を受けたということで、これも運転者というこ

とではなしに、活動者がその活動中に事故に遭って、それのための傷害

という形で通院をされたということで、いずれも数日間の通院でそれが

おさまっているという状況もございます。実態はそういうことでござい

ますが、まちづくり委員会の中に市民活動保険小委員会を設けておりま

す。そこにも随時この状況については報告をさせていただいて、今後こ

のような作業中の事故等をみんなで共有しながら、事故が発生しないよ

うな活動というのも目指しながらということで、この情報の共有等は図

っているという状況でございます。 

○今村委員長  田丸振興部長。 

○田丸自治振興部長  生活バスの関係につきましては、12月に入りましたらその報告が上

がってくるだろうというふうに思ってます。ただ、今回は、先ほど申し

上げましたように、大幅なやはり合理化をしておりますので、ある意味

では利便性が相当落ちているということも一方ではあります。と同時に、

上限運賃を500円にしたということで、それがどのぐらいのある意味で

は利用者の増と、一方ではいわゆる収入の減ということで、どのような

形でやはり出てくるかというところがございまして、そういった意味で

非常に注目をしてるとこでございますけども、非常に簡易な状況であれ

ば早い段階でご報告できるだろうというふうに思いますけども、ある程

度、制度の根幹にかかわって検討をしていく必要が出てくるという状況

になりますと、1月の中下旬ぐらいまで私どもは報告するのに時間がか

かるんだろうというふうに考えております。 

○今村委員長  ほかに質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○今村委員長  それでは、質疑なしと認めます。 

 以上で自治振興部所管の決算審査の質疑を終了をいたします。 

 以上で本日の日程を終了いたしました。 

 以上で本日の決算審査特別委員会を終了いたし、散会といたします。 

 次回は、明日、28日午前10時に再開といたします。 

 ご苦労さまでございました。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後１時１６分 散会 

 


